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令和2年度岐阜県森林・林業関係合同発表会（2021年2月）

岐阜県森林研究所

森林環境部

久田 善純

間伐が森林の水源かん養機能

に及ぼす効果について

森林の水源かん養機能とは？

渓流

森林の土壌は、

浸透性、保水性

に優れており、

雨水を貯留して

長時間かけて

川に流出させます
蒸発

森林土壌が雨水を

浸透・保水（貯留）

する能力の保全、

向上が重要

この機能の

維持・増進

のために

蒸散 蒸発

これを、森林の

「水源かん養機能」といいます

（広義では、水質浄化の役割も含みます）

川の流量が安定し、

洪水、渇水が緩和されます

渓流

蒸発蒸発

蒸散 蒸発

全降水量調査の概要

量水堰
（水位計測）

流出水量

（土壌水分センサ）

土壌水分率

（体積水分率）

（転倒マス式雨量計）

（樹冠通過雨量
＋樹冠滴下雨量）

大気圧
（水圧補正用）

樹幹流下量

林内雨量

林外（裸地）雨量

①

②

③

無間伐流域（約 4.8 ha）

間伐流域（約 5.3 ha）

Ｎ

渓流

調査プロット

林外雨量測定箇所

集水域

標高 ： 600～700ｍ ， 県有林 （一部保安林）

年間降水量： 2,109mm ， 年平均気温 ： 11.9℃

区分 間伐流域 無間伐流域

流域
面積

約 ５.３ｈａ 約 ４.８ｈａ

樹種
ヒノキ、
スギ、その他

５２年生 ※１

ヒノキ、
スギ、その他

５４年生 ※１

履歴 2004年に間伐 2003年に間伐

2015年/16年冬期
に間伐 （30％，※２）

以後、施業なし

※1 林齢は調査開始当時

量水堰の箇所

調査地 白川町 佐見地区
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（年月）図.  月ごとの樹幹流下量
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＝ 林内雨量 ＋ 樹幹流下量

図.  月ごとの林内雨量

足し合わせる（L/m2 ）

① 林の地表面に届く雨量
＝林地正味雨量

（L/m2 換算）
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図 月ごとの樹冠遮断率の推移

遮断率（％)

集計期間全体の計

43.8 %

31.2 %

林冠による遮断率 （ 集計期間全体の計 ）

間 伐 区 ＜ 無間伐区

※遮断率（％）＝遮断量／林外雨量（L/ｍ2）×100

林地に供給される降水量が多い

（今後）
間伐区の林冠閉鎖
の進行に伴う
変化を確認
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間伐区のロガーの

一部故障による欠測
無間伐区のロガーの

一部故障による欠測

６センサ平均 → ４センサ平均
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② 土壌の水分率
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図＿日降水量、土壌水分率（体積水分率）

（ 2017年5月8日～7月2日の抽出 ）

2017年の例

間伐区

無間伐区

無降雨日（少雨日含）

が10日程継続

② 土壌の水分率

5/8 5/13 5/18 5/23 5/28 6/2 6/7 6/12 6/17 6/22 6/27 7/2
２０１７年

土壌水分率は、間伐区の方が

より安定的に維持される傾向あり

無間伐区 ： ある程度まとまった降雨が
あっても含水率が回復しない現象

１時間当り降水量（mm／ｍ２／時）

１時間当り降水量（mm／ｍ２／時） １時間当り降水量（mm／ｍ２／時）
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図 流出水量（L／ha／秒）並びに降水量（mm／m２／時）の推移 (３イベントを例示)

ｈ
ａ
当

り
流

出
量

（Ｌ
／

秒
／
h
a）

③-1 ： 大雨時の比較

流出水量（L／秒／ha）を５分おきに算出してグラフ化

大雨のとき
→ → → 減衰流出量のピーク

③ 谷川に流出する水量
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③-２ ： 渇水時の比較

(2018年夏期の日流量の例示）

7/ 18に間伐流域
の堰の土砂を除業

下部を拡大

2018年
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図 流出水量（日流量）の推移 (2018年5月～9月)
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※2018年において、

無降水・少雨が続いた

7月10日頃から8月15日の分
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（対数表示）
流況曲線

図 流況曲線 （集水面積（ｈａ）当り換算）

※「流況曲線」：2017年から2018年の2年間において水圧異常の可能性のある日を
除外した564日分の日流量を上位から並べ対数表示したもの

渇水時の比較

間伐流域 ＞ 無間伐流域

流量が維持される傾向がある

＝

③-２ ： 渇水時の比較 まとめ

・流出量について、大雨時の特性については、両流域の明確な差
は確認できていない。

渇水の期間 （無降雨・少雨が連続した期間） については、無間伐流域
と比較して、間伐流域の方が流出量が維持される傾向がある。

＜今後の検討事項＞

・長期的なモニタリングを継続し経年の変化を確認
間伐流域内で林冠閉鎖が進行 → 林内雨量、河川流出量等の変化に注目

・無間伐流域でのデータが蓄積 → 次に、この流域を間伐する際に、

同一の集水域内での間伐前後の比較を検討

・林地表面に供給される雨量は 間伐区の方が多い。

・土壌水分率は、間伐区の方が 安定的に維持される傾向がある。


